
広告
コミュニティ助成事業を活用して、
徳佐田自治会の備品の整備を行いました！

　組
踊
の
始
ま
り
は
今
か
ら
三
〇
〇
年

前
、一
七
一
九
年
ま
で
遡
り
ま
す
。

第
十
三
代
尚
敬
王
の
時
代
、中
国
か
ら
の

冊
封
使
の
接
待
は
重
要
な
政
治
課
題
の

一
つ
で
し
た
。そ
こ
で
、踊
奉
行
、玉
城
朝

薫
が
創
作
し
た『
二
童
敵
討
』『
執
心
鐘

入
』が
首
里
城
の
御
庭
で
上
演
さ
れ
ま
し

た
。さ
ら
に『
銘
苅
子
』『
女
物
狂
』『
孝
行

之
巻
』を
加
え
た
五
作
品
は「
朝
薫
の
五

組
」と
い
わ
れ
、時
を
経
た
現
在
で
も

人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　以
後
、組
踊
は
士
族
の
娯
楽
か
ら
庶

民
の
も
の
へ
と
広
が
り
、琉
球
政
府
が

沖
縄
県
と
な
っ
た
一
九
七
二
年
五
月
十

五
日
に
は
、国
の
重
要
無
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。現
在
確
認
さ
れ
て

い
る
作
品
は
六
〇
作
品
余
で
、二
〇
一

〇
年
に
は
、ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺

産「
人
類
の
無
形
文
化
遺
産
の
一
覧
表
」

に
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　西
原
町
で
も
、地
域
単
位
で
古
く
か

ら
組
踊
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

棚
原
は『
国
吉
の
比
屋
』『
雪
払
い
』、小

波
津
は『
父
子
忠
臣
』、我
謝
は『
久
志

の
若
按
司
』が
村
遊
び
な
ど
の
伝
統
行

事
の
中
で
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

皆
さ
ん
の
記
憶
に
ま
だ
新
し
い
も
の
と

し
て
、平
成
二
九
年
度
開
催
の「
棚
原
酉

年
十
二
年
ま
ー
る
あ
し
び
」、「
小
波
津

七
年
ま
ー
る
村
遊
び
」が
挙
げ
ら
れ
る

か
と
思
い
ま
す
。平
成
二
十
六
年
度
に

は「
我
謝
十
五
夜
村
あ
し
び
」で
組
踊
が

上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　な
か
な
か
日
常
的
に
は
触
れ
る
機
会

の
な
い
組
踊
で
す
が
、こ
の
三
〇
〇
周
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を
き
っ
か
け
に
国

立
劇
場
お
き
な
わ
や
地
域
で
行
わ
れ
る

村
遊
び
へ
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。問
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（
Ｈ
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年
度
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小
波
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父
子
忠
臣
』

（
Ｈ
29
年
度
）

　徳佐田自治会（鳥谷義文会長）は、宝くじの普及広報を目的と

した（一財）自治総合センターの「令和元年度コミュニティ助成事

業」を活用し、公民館の会議テーブルやテント、物置等の備品の

整備を行いました。

　鳥谷会長は「徳佐田自治会は人口減少・住民の高齢化が進んで

いるため、地域の活性化が課題となっている。コミュニティ活動

備品の整備により、公民館を拠点とした住民の居場所づくりが活

発になり、幅広い世代が地域活動に参加することができる」と期

待を寄せました。

とりたによしふみ
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り
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